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要旨︓ 

環境と相互作⽤し、粒⼦やエネルギーのやり取りを⾏う量⼦系を開放量⼦系
という。近年、冷却原⼦系などの実験技術の進展により、相互作⽤する量⼦多
体系に対する環境との相互作⽤による散逸の効果が系統的に調べられるよう
になってきた。本セミナーでは、量⼦多体系における代表的な現象のひとつで
ある超流動・超伝導について環境との相互作⽤による⾮ユニタリダイナミクス
を調べた我々の結果を紹介する[1-3]。超流動・超伝導は U(1)対称性の⾃発的
破れとして特徴づけられるが、開放量⼦系においては粒⼦数が保存しないにも
関わらず U(1)対称性が存在する場合がある。このことは、U(1)対称性と粒⼦
数保存則が不可分である従来の孤⽴量⼦系の超流動・超伝導の理論が、開放量
⼦系においては変更を受ける可能性を⽰唆する。 

セミナーでは、まず 2 体ロスによる散逸の存在するフェルミ超流動系におい
て、粒⼦のロスが秩序変数の集団ダイナミクスを引き起こすことを⽰す[1]。
次に、ボース超流動系について散逸下における超流動応答理論を構築し、2 体
ロスによって超流動体の位相の剛性が⽣まれ、相互作⽤のない理想ボース気体
においても超流動が発現することを⾒る[2]。最後に、散逸のあるフェルミ超
伝導系に対しゲージ不変性に関する南部理論の拡張を議論する[3]。 
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